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本日はお忙しいところ、ご出席いただきましてありがとうございます。

2018年3月期 第3四半期決算実績の概要について、ご説明します。
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最初に、全社連結実績について概要をお話しします。

総括しますと、国内事業が引き続き好調なことに加え、海外事業につい
ても着実に規模拡大しており、年間業績予想に対して順調に進捗してい
ます。

受注高につきましては、第2四半期までは、前期の大型受注の反動減
の影響で対前期比マイナスとなっていましたが、第3四半期の国内及び
海外における好調な受注により、対前期比プラスに転換しています。

売上高につきましては、国内事業の堅調な伸びに加え、前期に行った
旧Dell Services部門の譲り受けによる連結拡大影響や、EMEA・中南米
におけるオーガニック成長によって海外事業も拡大し、対前期比で大きく
増加しています。

営業利益につきましては、国内及び海外の増収に伴う増益などにより、
対前期比でプラスとなっています。

また、旧Dell Services部門のPMI（Post Merger Integration）はスケ
ジュール通り、順調に進捗しています。四半期純利益が対前期比でマイ
ナスとなっているのは、主にそのPMIコストが発生しているためです。

それでは各項目につきまして、増減の内容をセグメント毎にご説明しま
す。
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まず、受注高の状況です。

金融は、昨年度に複数の大型案件の受注が集中していたため大幅な
反動減となっていますが、これは想定していたもので、反動減を除けば堅
調に推移しています。

一方で、公共・社会基盤は順調に中央府省向けやテレコム業界向けの
大型案件の獲得ができており、好調に推移しています。

法人・ソリューションは、デジタルビジネスの拡大に加え、10月に発足し
た㈱NTTデータMHIシステムズの連結開始などで製造業向けビジネスが
伸びています。

北米及びEMEA・中南米については次のスライドでご説明します。



こちらは、グローバル事業の受注高について、決算期統一影響と、為替
影響を切り分けて示しております。

決算期統一影響や為替影響を除いた部分を「受注増」として記載してい
ます。北米では旧Dell Services部門の譲り受けにより大きく伸びており、
EMEA・中南米ではドイツにおける受注増などで、オーガニックに成長して
います。
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次に売上高の状況です。

公共・社会基盤は、主に前期のユーティリティ業界や中央府省向け
サービスの反動減などにより減収となっていますが、こちらは想定通りの
動きです。

金融は、引き続き、銀行向けビジネスの規模拡大が寄与しており、法
人・ソリューションは、デジタル関連ビジネスや製造業向けビジネスが拡
大し、増収となっています。



売上高についても、グローバル事業の増減要因を切り分けて示してお
ります。

決算期統一影響と為替影響を除いても、北米は旧Dell Services部門の
譲り受けにより事業が大きく拡大していますし、EMEA・中南米は引き続き
スペインやドイツなどでオーガニックに事業が拡大しています。
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次に、のれん償却前の営業利益の状況です。

公共・社会基盤は、減収に加え、不採算額の増加により減益となって
います。

不採算額は全社で累計94億円となっており、その大部分は公共・社
会基盤で発生しています。引き続きモニタリング等を通じ、不採算リス
クのコントロールに努めてまいります。

一方、金融、法人・ソリューションは、増収に伴い、引き続き順調に利
益が伸びています。



のれん償却前の営業利益についてもグローバル事業の増減要因を切
り分けて示しております。

北米は決算期統一影響や為替影響を除いても主に旧Dell Services部
門の譲り受けによって伸びています。

一方、EMEA・中南米は、事業拡大に伴う採用費用や大型案件獲得の
ための販売費等を支出していることから、オーガニックでは若干マイナス
となっています。
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ここからは、ご説明した内容をセグメント毎にまとめたものですので省略
しますが、いくつか補足いたします。
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法人・ソリューションのセグメント利益は、前期に投資有価証券売却益
が発生していた影響から、対前期比64億円のマイナスとなっています。
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北米のセグメント利益は、冒頭にもご説明したとおり、旧Dell Services部
門に関わるPMIコストが発生していることなどから対前期比95億円のマイ
ナスとなっています。
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EMEA・中南米のセグメント利益は、前期にeverisに関わる買収関連費
用が発生していた影響から対前期比134億円のプラスとなっています。
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通期業績見通しにつきましてはご覧のとおりですが、既に公表している
予想値から変更はありません。

各項目とも、セグメント毎に見ると進捗状況に若干違いはありますが、全
体としては順調に進捗しており、特に受注高や売上高が予想値を上回る
可能性もありますが、受注時期の変化や為替相場の状況など、不確定要
素もあることから、予想は据え置いています。

業績の更なる向上に向けて、引き続き経営を進めてまいります。

資料の巻末には、事業トピックス及び、数値情報等を記載していますの
で、後ほどご覧頂ければと思います。

以上で説明を終わります。ありがとうございました。
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